
 

 ≪足利工業大学 ＆ 栃木県立烏山高等学校 共同研究 ≫ 

ＪＲ烏山線を基軸とした地域交流の拡大に向けた取り組み 
       ～『烏寶線鉄道唱歌』の解明成果と『地域資源回遊マップ』の製作過程を踏まえて～ 

フットパスの企画と開催② 
第１～３回開催の成果 

市内 市外 
71人 

（67％） 
35人 

（33％） 

男性 女性 
60人 

（57％） 
46人 

（43％） 

参加者は3回、計106人!! 
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①烏山和紙会館

地域資源名 感想(件数)紹介文(件数)

⑨江川橋梁

計

②宮原八幡宮
③境橋
④烏山大橋
⑤山あげ大橋
⑥萬さろん

　地下工場跡
⑦東京動力機械製造㈱

⑧森田トンネル

8 6

23 23
23 23
22 22
23 23
23 23

114 114

③太平寺

①木村のかきもち
②龍門の滝

地域資源名

④烏山通運㈱石造り倉庫群

⑤山あげ会館

計

（グループA）

感想(件数) 紹介文(件数)

6 0
6 0
6 0
6 0
7 1
6 1

37 2

紹介文(件数)

計

①烏山通運㈱石造り倉庫群
②山あげ会館
③八雲神社
④烏山防空監視哨
⑤木村のかきもち

⑥龍門の滝

地域資源名

（グループB）

感想(件数)

9 8
5 4
9 8
9 8
9 8
9 8

50 44

感想(件数)紹介文(件数)

③烏山学館

計

①寿亀山神社
②烏山城跡

④泉渓寺
⑤荒川橋梁

⑥旧森田発電所

地域資源名

■全3回のフットパス行程  第1回：8月27日（木） 第2回：9月12日（土） 第3回：9月26日（土） 

 市民ワークショップで抽出された地域資源132件を基に、地域資源が集積する旧烏山町を中心に3つのフットパスコースを設定した。
第1回は市内児童が中心に53名が参加し、2つのグループにより7ヵ所の地域資源を回遊した。訪ねた施設は市を代表する古刹の神社仏
閣と近代化遺産2件および児童が対象だったことを踏まえ“せんべい焼き体験”も組み入れた。第2・3回は一般市民および高校生が中心
で、各々6ヵ所および9ヵ所の地域資源を回遊した。第2回は、戦国期の山城である烏山城址・烏山学館（烏山高校発祥の記念館：近代化
遺産）・古い鉄道橋梁・旧発電所跡等を回遊した。第3回は、新しい観光資源になりつつある近代化遺産および地域開発の記念碑である
土木構造物の橋梁を中心に訪ねた。特に、当地域は那珂川が市内を貫流することから橋が並んで架けられ、時代や地域の特徴に対応した
形式の異なる橋を間近に見ることができる。昨今、若い女性を中心に橋やダム等の土木構造物を巡ることがブームになっており、今回は、
新旧の橋巡りと旧戦車工場（近代化遺産）等を回遊した。3回のフットパスには延べ106名の参加が得られ、時間距離・感想・紹介文の
応募が多数寄せられた。これらのデータを基に、『地域資源回遊マップ』を製作することにした。 
 

＜フットパス参加者数＞ 

フットパスの成果 

男性 女性 男性女性 男性女性男性女性 男性女性男性女性
一般 4 4 1 0 一般 2 2 3 4 一般 4 1 2 8
大学生 0 0 5 0 大学生 0 0 3 0 大学生 0 0 6 0
高校生 0 0 0 0 高校生 3 5 0 0 高校生 1 3 0 0
小学生 21 15 0 0 小学生 0 0 0 0 小学生 0 1 0 0
コーディネーター 0 0 1 0 コーディネーター 0 0 1 0 コーディネーター 0 0 1 0
事務局 1 1 0 0 事務局 1 1 0 0 事務局 1 1 0 0

計 計 計

市内 市外

53 25 28

第1回（8月27日） 第2回（9月12日） 第3回（9月26日）

分類
市内 市外

分類
市内 市外

分類

■参加者には、駅から目的地までの時間・距離を歩いて計測してもらい、さらに歩いて巡った地域資源の紹介文をかいてもらいました。 

＜時間・距離データの回収件数＞ ＜紹介文の回収件数＞ 

・第1回フットパス 

・第２回フットパス ・第３回フットパス 

フットパスの成果として、地域の魅力を肌で感じ、地域の魅力を再発見することがきました。今後は、
『烏山線沿線の地域資源回遊マップ』の作成に、参加者の皆さんと取り組みたいと思います。 

東京動力機械製造(株)地下工場跡 荒川橋梁 龍門の滝ふるさと民芸館 

泉渓寺 


